
「福岡県空き家活用サポートセンター」について

福岡県では、空き家の発生をこれまで以上に抑制していくため、市町村及び関係団体と連携して空き家
の掘り起こしと所有者に対して処分や利活用の働き掛けを行う新たな機関として、「空き家活用サポート
センター（ＳＣ）」を設置しました。

■「空き家活用サポートセンター（ＳＣ）」のイメージ
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ステップ３
専門事業者とのマッチング

１．「空き家カルテ」の作成
・現地調査（必要に応じて）や権利関係
の整理の状況などの結果に基づいて

「空き家カルテ」を作成

２．一括査定＋業者とのマッチング
・活用・処分方法に係る各種専門事業者
の一括査定を行い、相談者の意向に
沿う業者とマッチング

ステップ２
活用・処分方法の提案

１．簡易シミュレーションの実施
・本人の申出やネット情報等を
根拠とした売却に必要な経費、
一般的な売却想定価格の算出

２．シミュレーション結果を
踏まえた助言

・個別の物件に適した活用・処分
方法をアドバイス

ステップ１
基本的な情報の提供

①活用せずに所有し続けるデメリット
の説明
（維持管理の手間・税金等の経費）

②家を売るとき・貸すときの流れや
必要な手続き・費用等の説明

③住み替え相談

※地元市町村で対応可能な相談に
ついては、市町村窓口を紹介

（県内各地で実施）

出張相談会・セミナー
（窓口訪問、電話、メールなど）

空き家活用サポートセンター
窓 口

相 談

空き家所有者 空き家予備軍の所有者

【ケース１】
親の死亡で相続した
住宅所有者

【ケース２】
遠方に住んでおり、空き家の
活用・処分する時間を取れな
い住宅所有者

【ケース３】
家が広すぎて不便なので、
住み替えを検討している
住宅所有者

【ケース４】
施設等に入所し、住宅の管
理ができない住宅所有者

売却
必要に応じてリフォーム等

活用
賃貸（住宅、カフェ、福祉施設等）

解体
解体後土地売却等

事前予防
遺言書の作成、事前贈与等

→ 宅建業者等 → 各種専門業者 → 解体工事業者
家財整理業者等

→ 司法書士
家財整理業者等



≪相談者が「売買・賃貸」を希望する場合のマッチングまでの流れ≫

下見会開催

下見会未開催

下見会参加を希望【申込】

下見会への参加を希望せず
査定書の提出を希望【申込】

下見会開催（参加） ＳＣへ査定書の提出

査定書の提出を希望【申込】

（選択できます）

宅建業者の皆様は、本システムより物件情報を閲覧いただき、取り扱いを希望する物件がある場合、
以下の方法によりご参加いただけます。

※【申込方法】については、別途「マニュアル」をご参照ください。 物件の取り扱いを希望する場合の流れ

②
～
③

サポートセンターから本システムを通じて、宅建業者の皆様へ一括査定依頼（新規物件登録）のメール
を送信します。

①

下見会への参加（※下見会の開催方法の詳細については作成中のため、別途お知らせする予定としております。）

○相談者（立会ができない場合有）、ＳＣ相談員、宅建業者にて下見会を開催します。

○下見会について
・時間 ： １～２時間程度（物件によって異なります。）
・下見会の際、相談者の方とお話しいただくことができますが、ＳＣ相談員も立会いとなります。
（ただし、「売買価格の提示」はお控えください。）

④

サポートセンターへ査定書を「郵送またはメール」にてご提出ください。

○提出期限 ： 上記③の申込を行う際に提示を行います。
〇提出書類 ： 査定書・誓約書・自社の業務概要などPRできる資料（例：パンフレット） 等
〇その他 ： 査定書の書式は任意で構いません。

⑤

サポートセンターが相談者へ査定書を一括提示し、相談者が査定書をもとに、マッチングしたい宅建業者を
選定し、サポートセンターを経由してマッチングとなります。

⑥
～
⑧

空き家所有者
（相談者）

空き家活用サポート
センター相談員

宅建業者

システム

≪売却希望≫

登録

①一括査定依頼

③参加回答

⑥査定書
一括提示

⑦マッチングを希望する
宅建業者の決定

⑧マッチング

相談

④下見会
参加

④下見会
参加

⑤査定書提出

空き家

相続した
空き家

②物件閲覧


